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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式１の構造：
【化１】

（式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６は独立に、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、アシル、および加水
分解の際にヒドロキシルを生じる官能基から選択され、
　Ｒ３およびＲ７は独立に、Ｈ、ハロゲン、ハロアルキルおよびＯＲ８から選択され、Ｒ
８は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、アシル、または加水分解の際にヒドロキシルを生じる官
能基であり、
　Ｒ４は、ＨまたはＣＮである）
によって表される化合物（その塩、水和物、溶媒和物、多形、光学異性体、幾何異性体、
鏡像異性体、ジアステレオマー、および混合物を含む）。
【請求項２】
　Ｒ４がＣＮである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、水素であるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、ＣＨ３であるか、または
　Ｒ３およびＲ７が、各々、水素、ハロゲン、ハロメチル、ＯＨもしくはＯＣＨ３である
か、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がハロゲンであり、かつＲ７が
ＯＨであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々Ｈであり、かつＲ３およびＲ７が各々、ハロゲン
であるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がハロメチルであり、かつＲ７

がＯＨであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がハロゲンであり、かつＲ７が
Ｈであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がＯＨであり、かつＲ７がハロ
ゲンであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、ＣＨ３であり、Ｒ３がハロゲンであり、かつＲ
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７がＯＣＨ３であるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、ＣＨ３であり、かつＲ３およびＲ７が、各々、
ハロゲンである、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ４が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、水素であるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、ＣＨ３であるか、または
　Ｒ３およびＲ７が、各々、水素、ハロゲン、ハロメチル、ＯＨもしくはＯＣＨ３である
か、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がハロゲンであり、かつＲ７が
ＯＨであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、かつＲ３およびＲ７が、各々、ハロ
ゲンであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がハロメチルであり、かつＲ７

がＯＨであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がハロゲンであり、かつＲ７が
Ｈであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、Ｈであり、Ｒ３がＯＨであり、かつＲ７がハロ
ゲンであるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、ＣＨ３であり、Ｒ３がハロゲンであり、かつＲ
７がＯＣＨ３であるか、または
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６が、各々、ＣＨ３であり、かつＲ３およびＲ７が、各々、
ハロゲンである、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　以下の
【化２】
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【化３】
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【化４】
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【化５】
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【化６】
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【化７】

からなる群から選択される化合物。
【請求項７】
　治療上有効量の請求項１または請求項６に記載の化合物と、薬理学的に許容できる担体
または賦形剤とを含む、医薬組成物。
【請求項８】
　タンパク質チロシンキナーゼ（ＰＴＫ）によって媒介されるシグナル伝達経路を阻害す
るための医薬の調製のための、請求項１または請求項６に記載の化合物の使用。
【請求項９】
　前記タンパク質キナーゼが受容体型タンパク質チロシンキナーゼ（ＲＴＫ）であり、前
記受容体型タンパク質キナーゼが、血小板由来増殖因子受容体（ＰＤＧＦＲ）、線維芽細
胞増殖因子受容体（ＦＧＦＲ）、肝細胞増殖因子受容体（ＨＧＦＲ）、インスリン受容体
、インスリン様増殖因子－１受容体（ＩＧＦ－１Ｒ）、上皮増殖因子受容体（ＥＤＦＲ）
、神経成長因子受容体（ＮＧＦＲ）、血管内皮増殖因子受容体（ＶＥＧＦＲ）、およびマ
クロファージコロニー刺激因子（Ｍ－ＣＳＦＲ）からなる群から選択される、請求項８に
記載の使用。
【請求項１０】
　前記化合物が、
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【化８】
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【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】

からなる群から選択される、請求項８または請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　タンパク質チロシンキナーゼ（ＰＴＫ）によって媒介されるシグナル伝達経路を阻害す
るための、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　タンパク質チロシンキナーゼ（ＰＴＫ）関連障害を治療または予防するための医薬の調
製のための、請求項１または請求項６に記載の化合物の使用であって、
　前記ＰＴＫ関連障害は、細胞増殖性障害、線維障害、もしくは代謝障害であるか、また
は
　前記ＰＴＫ関連障害は癌である、使用。
【請求項１３】
　前記タンパク質キナーゼが受容体型タンパク質チロシンキナーゼ（ＲＴＫ）であり、前
記受容体型タンパク質キナーゼが、血小板由来増殖因子受容体（ＰＤＧＦＲ）、線維芽細
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胞増殖因子受容体（ＦＧＦＲ）、肝細胞増殖因子受容体（ＨＧＦＲ）、インスリン受容体
、インスリン様増殖因子－１受容体（ＩＧＦ－１Ｒ）、上皮増殖因子受容体（ＥＤＦＲ）
、神経成長因子受容体（ＮＧＦＲ）、血管内皮増殖因子受容体（ＶＥＧＦＲ）、およびマ
クロファージコロニー刺激因子（Ｍ－ＣＳＦＲ）からなる群から選択される、請求項１２
に記載の使用。
【請求項１４】
　前記化合物が、
【化１３】
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【化１４】
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【化１５】
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【化１６】
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【化１７】

からなる群から選択される、請求項１２または請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　タンパク質チロシンキナーゼ（ＰＴＫ）関連障害を治療または予防するための、請求項
７に記載の医薬組成物。
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